
 

 

【学校教育目標】・「当小っ子の力」を身に付ける子・人と交流し、思いを共有できる子・未来を語り、行動を起こす子 

～発揮しよう「当小っ子の力」～  

  

両 親 から贈 られた言 葉  

                                                           校長 松 川    弘  

高校生の頃、次の言葉を父に言われました。 

「流汗悟道～若いころの苦労は汗となって流れる  

老いてからの苦労は涙となって流れる～」（※１） 
今になると父の思いがよく伝わってきます。父が亡くなって２７年になりますが、今もこの言

葉は私の中に生きています。 
 
一方、大学を卒業し、新採用教員として赴任地に行こうとしたときに母に次の言葉を言われま

した。 

「稲の穂は実るほど頭を垂れる」（※２） 

このとき母はこう補足しました。 
 

「あんたみたいのが先生、先生って言われるようになるけど、誰もあんたを尊敬して
いるわけじゃないからね。みんな『先生』という肩書に一目おいているだけで、松川弘を
尊敬している人なんていないのだから。くれぐれも自分が偉くなったような勘違いをする
んでないよ！」  

３８年前のこの言葉が今も私の上に重くのしかかっています。 

母は高齢化し、認知症も進行しています。すでに昔の勢いはありません。私の頭をスリッパで

たたいていたころ（今の時代はこれはアウトですが…）を思い出すと、実に寂しい気がします。 

ごく普通の両親でしたが、息子として素直に感謝しています。 
 
振り返ってみれば、自分は子どもに何か言葉を贈っただろうか？と気になりました。 

自分の人生で繰り返し繰り返しかみしめていける言葉を…。 

教員としては自分が受け持っていた子どもたち。 

「自分がされて嫌なことは他人にするな」「他人にやさしく自分に厳しく」「自他共に」 

と繰り返し話し続けていました。 
 
まだ自分は自分の両親の域に達していないことを改めて感じています…。 

みなさんは子どもに贈った言葉はありますか？ 
 
※注１…汗を流して道を悟る～若いころの苦労は汗と同じで軽いものであるが、年老いてからの苦労はつら

くて涙がでるほど重いものであるということ 

※注２…原作は「実るほど 頭を垂れる 稲穂かな」という俳句であり、人間ができてくればできてくるほ

ど頭が低くなるというたとえ 
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■避 難 訓練■  
ゴールデンウィーク明けの５月７日（水）に、地震及び火

災を想定した避難訓練を実施しました。 
子どもたちは、真剣な表情で取り組み、避難の様子も私語

なく、素早く安全に避難することができました。避難を行う
際の合言葉「おかしもも」を改めて確
認すると共に、日常的な防災意識を
高めることができました。 

また、放課後には教職員による心肺蘇生（AED）・消火訓練を行い、防災意識
の向上を図りました。 

 

○お さない ○かけない ○し ゃべらない ○も たない ○も どらない 

■■命を 守 る 学習■  
５月８日（木）に、第１学年を対象に「命を守る授業」を行いました。

当麻町土地改良区の方にご協力いただき、「なぜ用水路に近付いてはいけ

ないのか。」を画像や動画を通して、その危険性について考えながら学ぶ

ことができました。各ご家庭におきましても、改めて「絶対に用水路に近

付かない」よう、お子様に注意喚起をお願いします。 

 

■■■情 報モ ラ ル 教室■  
５月１２日（月）、３～６年生を対象とし、docomo の方を講師にオンラインによ

る情報モラル教室を行い、インターネット利用に伴う危険性について学びました。 

ネットによる犯罪に巻き込まれないために、各ご家庭において安全にインターネッ

トを利用するためのルールをお子様と一緒に決めたり、端末の購入時にフィルタリン

グ機能を設定したりすることが考えられます。また、お子様がインターネットをどのように利用してい

るのかを把握することも重要になります。 

 

■■■■令 和７ 年 度 第 １回 学 校運 営協 議 会■  
５月１３日（火）に、学校運営協議会が実施されました。各学校運営委員の皆様と行う年３回の

協議会における熟議を通して、学校運営の改善・充実に努めてまいります。 

地 学 協 働 目 標  「 あ い さ つ は  元 気 と 笑 顔 と  つ な が り と 」  
※大人同士のつながりを意識した取組を通して、「学校」「家庭」「地域」が一体となって子どもたちを育んでいく 
※地学協働：地域学校協働本部（学校と地域が一緒になって子どもを育てる仕組み） 

 

■■■■■PTA 企 画委 員 会■  

 ５月１５日（木）に、令和７年度 PTA 企画委員会を開催しました。主な協

議内容につきましては次のとおりです。 

「令和７年度の PTA 活動」「登下校時の子どもを見守る活動」「蟠龍まつり」

など子どもたちが安心・安全を基盤とした楽しい学校生活を送ることができ

るよう、役員・学級委員の皆さんの共通理解を図ることができました。 

 

 

 

６月 
帰宅時刻 18：００

＜生活目標＞ 健康な生活を心がけよう！ 
＜家庭学習＞ 自分なりの計画を立てて、進んで取り組もう！ 
＜保健目標＞ 歯を大切にしよう！ 
＜給食目標＞ よくかんで食べよう！ 

■■■■■■６ 月 行事 予 定■ 
2 月 振替休業日（運動会） 16 月 遠足（1～4 年）※予備日（19 日） 
3 火 【ぐんぐん日課】 ・委員会③ ・職員会議（分掌） 17 火 【ぐんぐん日課】 ・学校力向上会議・教育課程推進会議 
5 木 【ぐんぐん日課】 ・職員会議 18 水 ・心電図検査（1 年） 
6 金 ・クラブ（計画） 23 月 ・修学旅行結団式（6 年） 
9 月 ・教育相談（～13 日） ・歯科検診（5,6 年） 24 火 【ぐんぐん日課】 〇修学旅行（6 年） 
10 火 【ぐんぐん日課】 ・歯科検診（1,3 年） 25 水 〇修学旅行（6 年） 
11 水 【午前授業】 ・上教研ブロック班研修  26 木 【ぐんぐん日課】※６年生回復休 

12 木 【ぐんぐん日課】 ・歯科検診（2,4 年） ・研修日③  

 


